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令和７年枚方市教育委員会協議会 会議録 

開会 令和７年３月24日午前11時 00分 閉会 令和７年３月24日午前11時 18分 

案     件 

１ 叙位・叙勲について 

２ 枚方版ＩＣＴ教育モデルの改訂について 
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〇谷元教育長 教育委員会協議会を開会いたします。 

事務局からの報告案件ですが、案件１「叙位・叙勲について」説明をお願いします。井手内  

学校教育部次長。 

〇井手内学校教育部次長 案件１「叙位・叙勲について」ご説明いたします。 

協議会資料５ページをご覧ください。１．概要ですが、枚方市立小中学校の元校長について、

その功労に対し叙位・叙勲が行われましたので報告するものでございます。 

２．内容についてですが、叙位といたしまして、正六位を叙勲といたしまして、瑞宝双光章を

元枚方市立春日小学校長、故後藤隆先生が受章されました。 

また、叙位といたしまして、正七位を叙勲といたしまして、瑞宝双光章を元枚方市立長尾中学

校長、故中野忠雄先生が受章されました。 

３．その他といたしまして伝達を済ませております。 

以上、甚だ簡単ではございますが、案件１「叙位・叙勲について」の説明とさせていただきま

す。 

〇谷元教育長 この件について、ご意見・ご質問等ございませんか。 

ご質問等がないようですので、本件については説明の聴取程度にとどめます。 

続きまして、案件２「枚方版ＩＣＴ教育モデルの改訂について」説明をお願いします。 

永山教育研修課長。 

〇永山教育研修課長 枚方版ＩＣＴ教育モデルの改訂についてご説明いたします。 

協議会資料の７ページをご覧ください。まず、経過につきましてご説明します。本市では、国

のＧＩＧＡスクール構想の下、令和２年に市立小中学校児童・生徒及び教職員に１人１台端末を

配備しました。これからを生きる児童・生徒に必要な資質・能力を育成するために、１人１台端

末を活用した枚方市のめざす教育を教職員、児童・生徒、保護者、市民等に広く周知することを

目的に、「枚方版ＩＣＴ教育モデル」を令和３年３月に初版を策定いたしました。その後、ＧＩ

ＧＡスクール構想の推進や生成ＡＩの普及等に伴い、本モデルを都度改訂しております。 

２．内容について、今回の主な改訂箇所は資料に記載のとおりです。詳細については別添資料

にてご説明します。 

９ページ、「枚方版ＩＣＴ教育モデルの改訂について」をご覧ください。資料の左側には該当

ページを抜粋して掲載しています。変更部分が分かりやすいように、加除修正箇所を赤字下線に

しておりますが、確定した段階で黒字に戻します。 

１点目についてですが「（２）枚方版ＩＣＴ教育モデルの位置づけ」において「枚方市教育大

綱」及び「枚方市教育振興基本計画」の改訂に伴い内容を更新しています。特にＩＣＴの利活用

に関連する部分を抜粋して掲載しております。 

次に、10 ページをご覧ください。２点目についてですが「（５）１人１台端末と健康」内に、  

目と姿勢に関する内容について、枚方市立西小学校及び楠葉西中学校の養護教諭が作成した「保

健だより」や保健室前の掲示物等を実践事例として掲載しております。 

次に 11 ページをご覧ください。３点目についてですが、「（７）生成ＡＩ『も』学びのパー

トナー」内に、令和６年度に枚方市立小中学校 10 校で実証を行った校務生成ＡＩ実証事業の実
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践事例の内容をステップごとに整理し掲載しております。 

最後に、12ページをご覧ください。令和６年２月に大阪府が策定しました「大阪府情報活用   

能力ステップシート」の構成や特徴を掲載しております。こちらのステップシートについては、

令和７年度の教職員研修でも取り扱い、教職員の授業改善に生かしてまいります。 

資料の８ページにお戻りください。３．実施時期等について。今後のスケジュールですが、市

立小中学校に通知した後、学校を通じて教職員、児童・生徒、保護者に周知いたします。また、

枚方市教育委員会ブログ等に掲載し情報発信を行います。来年度の教職員研修等でも活用を図る

予定です。以上で説明を終わります。 

〇谷元教育長 この件について、ご意見・ご質問等ございませんか。近藤委員。 

〇近藤委員 それでは11ページに記載の「生成ＡＩ『も』パートナー」について質問させてい   

ただきます。今年度、市立小中学校 10 校で教職員が校務で生成ＡＩを活用する事業を行った

と伺いましたけれども、利用後の教職員アンケート調査でも、86.2％の教職員が校務での生成Ａ

Ｉ活用を実感する結果であったと記載があります。生成ＡＩにつきましては、企業等では業務で

活用されているようですけれども、教育においても、その良さや留意点について子どもだけでな

く大人も学ぶ必要性を感じております。 

そこで、本実証における成果と課題、今後の展望についてお伺いいたします。 

〇谷元教育長 永山教育研修課長。 

〇永山教育研修課長 本実証は、教職員が生成ＡＩを校務で活用することを通して、事務作業の負 

担軽減や業務の効率化の可能性を検証することを目的に実施いたしました。成果としては、生成 

ＡＩを校務で活用した実践事例を90事例創出することが挙げられます。それらの事例を作業工 

程ごとに整理し、教育委員会ＩＣＴポータルサイト「ＧｉＧＡスク！ひらかた」に掲載すること 

により、教職員がいつでも閲覧したり、自身の実践に生かしたりできる環境を構築いたしました。 

また、生成ＡＩが発揮できる活用場面が分かり、特に、振り返りやアンケートの自由記述の分類 

や要約、日本語資料を外国にルーツのある児童・生徒に合わせた言語に変換する作業につきまし 

ては、生成ＡＩを活用することで業務の効率化を図ることができました。 

課題につきましては、国が示す生成ＡＩガイドラインに基づき、教職員や児童・生徒の情報リ

テラシーの一層の向上を図ることです。例えば、生成ＡＩが得意とすることや苦手とすることを

理解したり、生成ＡＩが出力する情報についての真偽を正しく判断する力の育成が必要だと考え

ます。児童・生徒の情報リテラシー向上に向けては、教職員が普段の授業から１人１台端末を活

用しながら指導することが重要です。教職員研修でも生成ＡＩをテーマに教職員が学ぶ機会を設

定する予定です。 

今後の展望については、国が示す生成ＡＩ利活用に関するガイドラインに基づき、児童・生徒

が安全に生成ＡＩを授業等で活用できる環境構築を検討していきたいと考えております。 

〇谷元教育長 近藤委員。 

〇近藤委員 それでは、意見を述べさせていただきます。 

「頭脳とＡＩ研究」の一人者であります東京大学教授の池谷教授の講演の中で、ご自身のご子息  

の家庭教師としてもＡＩ活用をしておられるようでしたが、今ご回答いただきましたＡＩの可能
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性検証で校務活用実践事例として 90 事例も創出できたこと、あるいは活用場面での優位な点、

課題となる点をお示しいただきありがとうございます。ＡＩから出力される情報の真偽を正しく

判断する力につきましても必要性を述べていただきましたが、現代社会のネット上でのフェイク

動画、フェイクニュース、誹謗中傷等の危険性を周知することをしていただき、今後さらに進化

していくであろう生成ＡＩの活用と並行し、活用する折の情報リテラシーの向上も常に図るとの

ことなど、いろいろとよろしくお願い申し上げます。 

〇谷元教育長 本件に対するご意見、ご質問等はございませんか。本件に対するご意見、ご質問   

は、この程度にとどめます。 

それでは、本日の協議会の案件は、以上となりますので、協議会を終了します。 


